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ン 4 トリメチル化（H3K4m3）複合体の構成因子 WDR-5、転写因子 DAF-16 および HSF-1
をそれぞれノックダウンすると、次世代での酸化ストレス耐性上昇がみられなくなるこ
とが分かった。さらに、組織特異的なノックダウンを用いた解析により、WDR-5 の親世





唱する。 (1) ストレスに曝された親世代では、体細胞の DAF-16 および HSF-1 と生殖細
胞の H3K4me3 複合体のコミュニケーションを介してエピジェネティックメモリーの形
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